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書評

　このたび，医学書院から出版さ

れた『臨床に活かす病理診断学　

第 2 版―消化管・肝胆膵編』

（編集：福嶋敬宜・二村　聡）の書

評を依頼されました。

　私は，雑誌『胆と膵』の編集委

員長をしている関係で，委員の 1 

人である福嶋敬宜先生とは親しい

関係にあります。私が福嶋敬宜先

生に異才を感じたのは，彼が雑誌

『胆と膵』に繰り出してくる企画に

対してです。

　それらの企画を紹介しますと，

まず，「ぼくは病理学研修生―診断

ときどきリサーチ」を 6 回（前編，

後編と二部作）掲載しました。こ

れはいわば Q & A 方式で，標本の

整理，染色，診断などから研究の

展開まで幅広く読者に身近に感じ

られる病理を紹介したものです。

臨床医として大変興味深く，“なる

ほど”とうなずきながら読ませて

いただきました。

　次に，インタビュー「その『道』

の究め方―消化器病に挑み続ける

先駆者たち」が 16 回掲載されま

した。さらに，現在も続いている

インタビュー「その『世界』の描

き方」があります。

　これらの企画では，インタビュ

アーの福嶋敬宜先生の多大の努力

とともに，先人たちから“旨み”

を引き出す能力の高さに感心しま

した。インタビューを受ける先人

たちが，素直に研究の苦しみ，目

的に到達したときの喜び，人生観

などをよどみなく話しているのを

読み，遠くに感じていた先人たち

がすーっと近づいてきたのを感じ

させられました。

　このような背景を基に，今回，

福嶋敬宜・二村　聡編集による

『臨床に活かす病理診断学　第 2 

版―消化管・肝胆膵編』（以下，

本書）を読んでみました。消化器

病に携わる医師にとっては，最低

限知らなくてはならない臨床病理

のテキストブックだと感心しまし

た。

　実は，私は，病理学については

まったくの素人ではありません。

東京女子医科大学消化器病セン

ターの外科レジデント（医療練士）

の 6 年の間には一時期病理部門

に配属され，標本整理などを行い

ましたが，レジデントが終了して

から 1 年間，東京女子医科大学第

一病理学教室に助手として入局し

勉強しました。本書の入門編や基

礎編に書かれているようなことを

実際に行ってきたわけですが，問

題は，当時は，ガイドをするよう

な良い参考書がなかったので，先

輩や教授に，あるいは，技師たち

に直接教わって，検体の固定，切

り出し，染色，検鏡などをたどた

どしく行っていました。また，学

生の病理実習では，検鏡でわから

ないところを私に聞いてくるので

すが，まだ勉強していないところ

も多く，たびたび，恥をかくこと

がありました。

　本書は，学生時代のレベルの低

い知識や経験，医師になってから

のうろ覚えの知識に対して，入門

者が勉強し，身につけやすい Q & 

A 方式を基本的に採用しており，

注釈も簡潔でわかりやすくなって

います。消化器病医（内・外科を

問わず）と病理医とのやりとりだ

けでなく，カンファランスや学会

での発表のみならず，討論のベー

スをつくる知識を得ることができ

ます。また，ちょっとわからない

病理用語などについては辞書代わ

りにこのテキストを見ればよく理

解できます。

　また，「ここがホット」や「耳

より」は，ちょっと読んでおくと

少し偉くなったような感じを与え

てくれます。念のため，「臨床と

病理の架け橋」については，一読

されることをお勧めします。

　本書は，病理学的事項をやさし

く記載した入門書であるととも

に，著者たちが実際に学会や委員

会などに臨むときに，“ちょこっ

と”走り読みして，部外者にもわ

かりやすく説明できるように考え

て企画したのではないかと考えて

しまいました。それほど使い勝手

がいいテキストだと感心していま

す。
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